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トピックス 
7/15･16 8/5･6 日本NPOセンター主催 ＮＰＯブラッシュアップセミナーのお知らせ 
日々の活動のなかで、さまざまに生まれてくる組織内外の課題。それらを乗り越え、地域で信頼される組織としてより充実し

た活動を進めていくために、自分達の団体の組織力を高めたい!！と思いませんか? 
今回、全国の中間支援センターのトップランナーを講師にお迎えして、『ガバナンス力』をキーワードに組織力強化のための

講座を開催いたします。「組織ガバナンス」「コミュニケーション」「情報発信」「活動評価」の四つのテーマを、講義とワーク

ショップを織り交ぜ、理論と体験の中から学びます。自団体をステップアップさせてゆくために、ぜひ、ご参加下さい。神奈

川県内だけではなく、東京、千葉、埼玉のみなさまも、ぜひ足をお運び下さい。 
（※講座の詳細はこちら）http://www.jca.apc.org/alice/alice/seminar/kanto.pdf 
【開催日時】全4回連続講座 
・2005年7月15日（金）13：00～17：30、7月16日（土）10：00～15：30 
・2005年8月5日（金）13：00～17：30、8月6日（土）10：00～15：30 
【会場】明治安田生命ラジオ日本ビル3F A会議室（横浜市中区長者町5-85） 
【参加費】1団体：１０，０００円（４回参加） 
【主催】日本ＮＰＯセンター ブラッシュアップセミナー企画委員会 
【共催】特定非営利活動法人 まちづくり情報センターかながわ 
【協賛】フィリップ モリス ジャパン株式会社 
【お申し込み方法】 
・申込用紙に必要事項をご記入の上、郵送かＦＡＸでアリスセンターまでお申し込み下さい。ＦＡＸ：045-212-5826、 
〒231-0001 横浜市中区新港2-2-1 横浜ワールドポーターズ6F（※申込用紙はこちらからダウンロードできます） 

http://www.jca.apc.org/alice/alice/seminar/kanto_form.pdf 
・もしくは、申込用紙にある必要事項をもれなくご記入いただければ、メール（alice@jca.apc.org）でもお申し込みを受け付

けます。 
 

5/21 神奈川子ども未来ファンド2005年度助成報告会が開催されました。 

 2005 年５月 21 日（土）ランドマークタワー13F フォーラムよこはまで、2005 年度神奈川子ども未来ファンド助成報告

会を開催しました。  http://www.kodomofund.com/topics/search.cgi?equal1=9 
 五月晴れの日、報告会会場には、お子さんを連れた方も含め、約50名のご参加をいただきました。 
2005年助成選考委員・助成対象団体紹介、助成選考経過報告の後、岩宮陽子助成選考委員長（㈱飾一代表取締役社長）によ

る総評が行われました。 
 岩宮氏は、30 年以上前からベンチャー企業の経営に携わり、4 人の子どもを育てた中で、「生かされて、生きるのだ」と

いう言葉を実感していること、助成選考においては、応募頂いたどの団体からも強い思いが伝わり、特に国際交流に関わる

団体や若者の活躍する団体が出てきた事を嬉しく思ったと話されました。そして「夢をもって信念を貫くには、勇気―独り

ではなく多くの人の勇気―が必要です」との熱い言葉があり、会場から盛んな拍手が送られました。 
 次に、2004 年助成対象団体から、１年の活動報告と 2005 年助成対象団体からは活動紹介がありました。「お母さん達の

気持ちに‘寄り添う’姿勢で」、「孤立する立場の子どもと親に、必要な情報が届くように」「その子なりの‘居場所’が成り立つよ

うに」など、各団体の活動の趣旨や重視している価値等についての説明が行われ、DV 被害を受けた母子へのケアや児童虐

待の現状、子どもたちの体験学習など、活動現場の様子が報告されました。 
 子ども・若者の抱えている課題、一人一人がその子らしく育つために必要な環境のためにすべきケア、活動などが多岐に

わたることが、各団体の報告から伝わりました。 
 神奈川子ども未来ファンドは、今後も沢山の人から応援の気持ちをお寄せいただき、子ども・若者の育ちを共に支えてい

きたいと考えています。 
●報告会に参加して 
各団体に共通する事は、子どもやその周りの親等が、より「自由に」「楽しく」「のびのびと」いられるようにとの願いです。
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今日のアリス 

毎週金曜日はアリスの事務局会議です。今回は次々号の「たあとる通信」

の作成状況を確認しています。 

 

嶋田（我孫子市インターン）：たあとる通信19号はいつ発行予定になり

ますか？ 

川しま：今回は「個人情報保護」の特集号で、７月末発行を目指してが

んばります。 

石塚：17号が3月末発行、18号が6月初旬、19号が7月末…。 

米田：うわぁ、怒涛のごとく次々いきますねー。 

川崎：まぁだまだ！昨年は6月、7月、7月だったから。さぁがんばっ

ていきましょう。 

 

果たして嶋田は初めての編集作業をうまくこなせるか？乞うご期待で

す。 

また助成されるお金は、例えば小学生が募金箱に入れてくれた100円玉もあり、あたたかく貴重な「気持ち」の集まりです。

それらがつながり、各団体の活動―「あの遊び場では、今日も子供達が思いきり遊んでいる」「あの子育て広場では、子供達

が庭でプールを楽しんでいる」など－を支えています。 
報告会では、サポートして下さる方々と、現場で活動する方達、そして子ども達の笑顔がつながっている事を実感できた１

日となりました。 
これからも、神奈川子ども未来ファンドが、皆様のあたたかい気持ちをつなぐ存在として活動できればと願っております。

田口香子（大学院生・神奈川子ども未来ファンドサポーター） 
 

5/22 ＮＰＯ法人海洋塾「カヤック体験」取材報告（レポーター嶋田 繁） 

5月22日に海洋塾主催の「カヤック・アクセスディンギー（※注）体験」が横浜ランドマークわきの水路で行われました。 

当日は一般と海洋塾メンバーあわせて約10名が参加しました。基本動作のレクチャーの後に早速一人ひとりカヤックに乗

り込んで練習。最初は右往左往しましたが意外にカヤックは安定性が良く、次第に滑らかに走れるようになりました。カヤッ

クに乗って水面近くからビルを見上げたり橋をくぐったりすると、不思議とまちの風景が普段とまるで違って見えますし、岸

壁では貝やカニなどいつもは気がつかない生き物たちにも出会えます（このような街なかで自然に触れ合う体験ができるのも

海と都市という二面性を持つ、横浜みらとみらい21地区ならではでしょうか）。 

さて今回ご案内いただいた海洋塾の飯塚健浩さんによると、体験イベントは第２・４日曜日に開催とのこと（1 回 15 分・

500円）。「ここは交通のアクセスが良く、気軽にカヤック・ヨットを楽しめる条件が揃っています。働く人や遊びに来た人な

ど多くの人に体験してもらえるよう、今後は指導員を増やして活動を活発にしたい」と抱負を語って下さいました。実際、当

日も通りがかりの人が何人も興味深げに活動風景を眺めていたので需要は大いにありそうです。今後の活動の発展が期待され

ます。 

なお海洋塾ではこの海洋スポーツ教育事業のほか、音楽を中心とする新しい事業も始めています。毎月第２・４木曜日に事

務所のある「インターナショナル ハーバー クラブ」で横浜の夜景を楽しみつつ、ハワイアン、ｊａｚｚなど好きな音楽を

演奏したり聴いたりしてメンバーが交流します。ゲストとして一般の方の参加も歓迎とのことです。 

注：アクセスディンギーは小型のヨットで、非常に安定性が良く子どもやお年寄り、障害者の方でも楽しめます。 

詳細は → http://www.jca.apc.org/alice/alice/npo/report.html 

 
5/16 アリスセンターは横浜会議に申込を行いました。 
内容：アリスセンターは5月16日に横浜会議への参加申込みを行いました。政策研究発表会で発表できるか、また、発表で

きても、協働研究の対象に選ばれるかはわかりません。 

本研究では、これまで研究テーマに掲げた「ＮＰＯの政策提案を実現する自治体の政策形成システムの検証」の基礎的な研

究と問題提起を行ってきたが、今後、この問題意識のもとで「横浜市政における市民参加制度の検証」を行います。 
横浜市では、「民の力が存分に発揮される都

市・横浜」をキャッチフレーズとする行財政

改革が進行中である。この改革に対しては、

個別事業レベルでは様々な反応があるもの

の、その全体像について、市民側からの評価

は未だ実現されていません。 
そこで本研究は、横浜市の現在の大きな施

策の方針に対する、市民側からの検証をテー

マに据えます。 
具体的には、「横浜リバイバルプラン」を構

成する中期政策プランや新時代行政プランな

どを題材に、 
① 行政運営の仕組みや手法に対する市民参

加制度の現状を検証すること、 
② 市民やＮＰＯの政策提案実現のための、

現行制度の課題と今後の展望を提案する

こと 
③ 市民やＮＰＯに研究の成果を提示し、行

政に対しては制度や運用改善の提案を行う。 
ことを想定しています。 
詳しい内容はWebサイトで。（PDFファイル）  

http://www.jca.apc.org/alice/alice/yokohamakaigi/shinseisyo.pdf  

 2 



いべんとあんない 
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基本的に新着情報のみをお知らせいたします。予定が変更される場合もあり

ますので、イベントに参加される方は、必ず主催者に確認をお願いします。

イベント情報をお寄せください。インターネットをお使いの方は、アリスのＨＰに情報掲

載依頼欄があります。お使いでないかたは、イベントのチラシをＦＡＸしてください。 

 

                                                

2005年5月27日、6月10日、6月24日 19:00～20:50 
認知療法の実際を学ぶ 

内容：対象：対人援助にかかわる方とそれを目

指す方、あるいは心を学ぼうと思う方。認知療

法（認知行動療法）とは、その人の物事の捉え

方の偏りを見つけ出す方法や、それを不都合の

ない形に変えていくための方法です。これを学

ぶことで心や体の不都合をなおしていくこと

ができます。詳しくはWebサイトを。 

主催：NPO法人横浜上大岡臨床心理センター 

TEL:090-1501-1981  k-sinri@c3-net.ne.jp/ 

http://www.geocities.jp/kamiokasinri 

参加費：10,500円（5/27・6/10・6/24金曜日全3回分） 
会場：ウィリング横浜（研修室） 
 
2005年6月7日・21日（火）10:00～15:00 
家族の悩み 特別無料相談日 

内容：悩みをもちながらもなかなか相談するチ

ャンスがない方々のニーズにお応えするため、

今年も引き続き「特別無料相談日」を実施致し

ます。私ってダメ母親？子どもがかわいく思え

ない、もやもやスッキリさせたい！ 夫は何に

もしてくれない、ひょっとしたら不登校？わか

っているのに！でも… 

主催：メンタル・サポート「こころのみなと」 

TEL:045-562-0059（ｼｷﾞｮｳ）gb3878@i.bekkoame.ne.jp 

 http://kokoronominato.jp 

会場：かながわ県民活動サポートセンター 
 
2005年6月10日 19：00～21：30 
ボリビアを学ぼう 
内容：ボリビアで土の学び舎を作るNGOメンバーと供

に旅をした市民の報告会 

主催：「学び舎」づくりの会 

TEL:045-317-3176  会場：JICA横浜国際センター 
 
平成 17 年 6月 10 日（金） 

第１回：午後3時～ 第2回：午後7時～ 
横浜市市民活動推進ファンド登録団体説明会 
内容：市民活動推進ファンド事業の基金を活用した

助成金の、交付対象となる登録団体の募集開始

にあたり説明会を開催します。（第１回、第2回

とも同じ内容で1時間程度）。 

主催：横浜市市民協働推進事業本部 市民活動支援

担当 sh-npo@city.yokohama.jp 

連絡先：〒231-0017 横浜市中区港町1-1 横浜市庁

舎8F TEL:045-671-3682 FAX:045-664-0734 

http://www.city.yokohama.jp/me/shimin/tishin/f

und/  会場：横浜市技能文化会館 802号室 

申込方法：FAXかメールで以下の項目を明記。 ①市

民活動推進ファンド団体登録説明会参加申込

み、②団体名、③参加者名（複数の場合は人数

も）、④TEL、FAX、メールアドレス 

 
平成17年6月11日（土） 13：00～16：45 
NPO法人「たくみ21」 第６回福祉危機・用具
開発実践セミナー 
内容：①特別講演 テーマ「食べることは、生きる

こと」講師：小山珠美氏。②福祉機器・用具開

発実践セミナー：テーマ「消臭、殺菌効果繊維・

チオクリーン」の開発と事業化 講師：青柳博

英氏。交流会。 申込方法：FAXで 

主催：NPO法人「たくみ21」連絡先：担当窓口原田 

TEL:046-285-0509 FAX:046-285-0509  

参加費：講演は無料、交流会は1,000円 
会場：横浜ワールドポーターズ6F 第３会議室 
 
2005年6月11日（土）、12日（日） 
「葦舟づくり」～古代にあったとされる葦舟を
つくります～ 
内容：＊活動時間（一日目）10:00～15:00過ぎ 

＊二日目は二日目は乗船会。午前中で終了 

持ち物：飲み物、タオル、軍手、昼食（一日目） 

途中参加、途中解散可 

主催：ふるさと侍従川に親しむ会 

連絡先：事務局（山田）TEL:090-3806-0055 

yohji-y@ezweb.ne.jp 集合：大道小 9:00 
http://yokohama.cool.ne.jp/furusato_jijyu 

 
2005年6月11日 (土)  午後5時30分～8時 
『横浜市長からの回答を読む』6.11 
池子住宅地区の追加建設に反対する市民集会 
内容：★ビデオ上映「基地と住民の70年-米軍再編と

神奈川の基地」★中田横浜市長への公開質問状

の提出と回答の報告 木元茂夫/中森圭子★講

演「横浜市の建設受け入れは1994年の三者合意

違反」安田八十五さん(関東学院大学教授。

TEL:045-788-0838 FAX:045-788-0838 

主催：すべての基地に「NO！」を・ファイト神奈川、

戦争反対・平和の白いリボン神奈川 

会場：六浦地区センター(京急逗子線「六浦」駅西口

下車徒歩5分) 
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2005年6月11日（土） 午後１時～４時 
経営士会 第３回ＩＴネットワーク研究会 
内容：ホームページの作成・運営方法の研究その他、

参加者全員の疑問・質問による研究会 

主催：日本経営士会 ITネットワーク研究会 

TEL:0463-72-6062 FAX:0463-72-6062 

http://www.geocities.jp/h_fukui15/ 

会場：横浜市技能文化会館（ＪＲ関内駅南口から徒

歩3分）参加費：1,000円 
 
平成17年6月11日（土） 13：00～16：00 
移動困難者の現状と課題 地域で支える「移動
困難者の社会参加」 
内容：“移動”は、就労や社会参加のために不可欠な

だけでなく、なによりも住み慣れた地域で自分

らしく暮らす為の大事な第一歩だと考えます。

その第一歩を地域で支え合うために移動困難者

が直面する課題について、考えてゆきます。 

参加費：無料 主催：（特）横浜移動サービス協議会 

TEL:045-212-2863 FAX:045-212-2864 

info@yokohama-ido.jp 

会場：中区社会福祉協議会福祉保健活動拠点会議室 

（産業貿易センタービル4階） 
 
2005年6月12日(日) 13:00～ 
環境と原発問題の学習会『第９９回いろりばた
会議』 
内容：提起：前野良さん(政治学者)テーマ：原水爆

禁止運動の歴史について 主催：たんぽぽ舎 

TEL:03-3238-9035 FAX:03-3238-0797  

http://www.jcan.net/tanpoposya/hyoushi.htm 

参加費：資料代：800円 会場：たんぽぽ舎 
 
2005年6月12日（日） 14：00～17：00 
NPOバンク連続講演 第３回 ～市民が作る地
域の資金/資源循環のしくみ～ NPOバンクから
見た“コミュニティビジネス”とは？ 
内容：講師：田中優氏（未来バンク事業組合理事長）、

金岡良太郎氏（東京CPB理事、「エコバンク」著

者）。金融専門家とNPOバンクの双方から見た、

融資先としてのNPOを整理し課題を発見する中

から、将来NPOバンクを作ろうとする方にも参

考になるような内容としていきます。 

参加費：資料代1,000円 

主催：（特）まちづくり情報センターかながわ・国際

青年環境NGO A SEED JAPAN・東京コミュニテ

ィパワーバンク 

連絡先：東京コミュニティパワーバンク 

TEL:03-3200-9270 FAX:03-3200-9250  

締切：6月10日（金）まで 会場：生活クラブ生協、

世田谷センター（小田急線経堂駅5分） 
 

2005年6月13・20.・27日(月) 午前10時～午後2時 
世界の文化ｾﾐﾅｰ メキシコ料理講座（全３回） 
内容：メキシコについてお話を交えながらお料理を

してみませんか？  

主催：（財）神奈川県国際交流協会 

TEL:045-896-2964 FAX:045-896-2945  

http://www.k-i-a.or.jp/news/mexico/ 

申込方法：（財）神奈川県国際交流協会へ（月曜休館） 

締切：定員18名。定員になり次第締めきり 

参加費：受講料10,500円（３回分税込）、協会会員の

方は9,450円  minsai@k-i-a.or.jp 
会場：あーすぷらざ１階料理室（JR根岸線「本郷台」

駅徒歩３分） 
 
2005年6月15日 
石油と戦争 ～エネルギーを奪い合わない世
界って？～ 
内容：石油と戦争・紛争の関わり、市民がエネルギ

ー消費に関してなすべきことについての講演。 

主催：日本国際ボランティアセンター 

連絡先：広報担当 広瀬 

TEL:03-3834-2388  info@ngo-jvc.ne 

申込方法：必ず事前にお申し込みを。定員３０名。 

会場：日本国際ボランティアセンター（東京都台東

区東上野1-20-6丸幸ビル２F） 
 
2005年6月17日（金） 午後6時半より 
「日の丸・君が代」強制の今を問う６・１７集
会…０５年の卒業式・入学式を振り返って… 
内容：☆０５年春、東京、神奈川の学校現場より☆

北九州ココロ裁判一審判決について 

主催：「日の丸・君が代」の法制化と強制に反対する

神奈川の会 TEL:090-3909-9657   

会場：かながわ県民センター３０５号室 
 
2005年6月18日（土） 11：00～16：00 
第４回「ソニーマーケティング学生ボランティ
アファンド」報告会 
内容：第4回ファンド助成団体の活動報告と、学内外

機関、企業、地域、そして、学生の皆さんとの

交流を行います。13：00より団体報告会（パレ

ットゾーン２Fアートホールにて） 

主催：明治学院大学ボランティアセンター 

TEL:03-5421-5131 FAX:03-5421-5131 

voluntee@mail.meijigakuin.ac.jp 

http://voluntee.meijigakuin.ac.jp/news/050415-

sony-hokoku.html 

会場：明治学院大学 白金キャンパス 
 
2005年6月18日（土） 10：30～17：00 
日韓開発教育交流 韓国NGO「地球村分かち合
い運動」を迎えて 
内容：「地球村市民学校」の皆さんとの交流ワークシ

ョップ。日韓ワークショップ紹介、交流会。 

主催：（特）地球の木・開発教育協会 

TEL:045-228-1575 FAX:045-228-1578 

http://homepage1.nifty.com/EarthTree/ 

申込方法：（特）地球の木 事務局まで 

参加費：500円（お茶代）chikyunoki@e-tree.jp 
会場：JICA横浜国際センター１階第1会議室 
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2005年6月18日(土) 13：30～17：00 
w i s h  2 0 0 5  ～高校生のための国際協力・
地域活動ワークショップ in 横浜～ 
内容：フェアトレードの国内への普及に取り組むＮ

ＧＯ、フェアトレード・ラベル・ジャパンの北

澤肯氏をお招きし、フェアトレードとは何か、

そしてそれに対して今私たちができることは

何かについてじっくり考えていきます。 

主催：wish project  wishproject@yahoogroups.jp 

申込方法：名前・学校名・学年・メールアドレスを

記載の上、事務局にお申し込みください。 

締切：2005年6月17日まで 

会場：横浜中央ＹＭＣＡ ６階教室 
 
2005年6月22日（木） 11：00～18：00 
アジアンフェアー 
内容：おいしい東ティモールコーヒー、柚子茶、か

わいいアジアン雑貨などを販売します。※収益

は海外支援事業に使われます。 

主催：（特）地球の木 

TEL:045-228-1575 FAX:045-228-1578  

http://homepage1.nifty.com/EarthTree/ 

会場：地球の木事務所（関内駅下車1分教育センタ

ー横） 
 
2005年6月23日(水) 13：30～16：30 
「労働契約法」って何？ 
内容：講師：野村和造さん（弁護士） 

主催：いのくら(＝県民のいのちとくらしを守る共同

行動委員会)  参加費：無料 

TEL:045-774-2435  inokura@sepia.plala.or.jp 

会場：県民センター３０４室(横浜駅きた西口３分) 
 
2005年6月25日(土) 14:00～17:00 
『地震がよくわかる会』 
内容：開催日は原則として第４土曜日 

主催：たんぽぽ舎 

TEL:03-3238-9035 FAX:03-3238-0797  

http://www.jcan.net/tanpoposya/hyoushi.htm 

参加費：資料代：800円 会場：たんぽぽ舎 
 
2005年6月25日午後１時～５時、12時30分開場 
米軍再編とかながわの基地 
内容：ビデオトーク；木元茂夫、報告。かながわの

基地問題まるわかりの半日です。３時からフィ

ールドワーク。キャンプ座間を外から見ます。  

主催：いのくら(＝県民のいのちとくらしを守る共同

行動委員会) TEL:045-774-2435   

会場：座間市市民健康ｾﾝﾀｰ(相武台前駅徒歩12分) 
2005年6月25日（土） 14：00～16：00 
PARC総会 公開シンポジウム「中国～歴史と未
来を共有するために」 
内容：パネリスト：莫邦富、唐亜明、加々美光行、 

コーディネーター：内海愛子 

主催：（特）アジア太平洋資料センター（PARC） 

TEL:03-5209-3455 FAX:03-5209-3453 

office@parc-jp.org http://www.parc-jp.org 

申込方法：事前申し込みは不要（200席のみ）、立ち

見が出た場合、ご容赦ください。 

参加費：資料代（会員）500円、（一般）800円 
会場：明治学院大学白金キャンパス 2号館401教室 
 
2005年6月26日（日） 9:00～ 
「侍従川定例クリーンアップ」 
持ち物：川に入れる格好、帽子、飲み物、軍手、タ

オル他 主催：ふるさと侍従川に親しむ会 

TEL:090-3806-0055  yohji-y@ezweb.ne.jp 

http://yokohama.cool.ne.jp/furusato_jijyu 

集合：大道小9:00 連絡先：事務局（山田） 
 
2005年6月28日（火） 14時～16時 
長崎被曝体験者による 被曝体験講話会 
内容：核兵器のない平和な世界をめざして、長崎か

ら語り部の方を招き被爆者体験講話会を開催。 

会場：藤沢市役所新館7階 

主催：藤沢市・平和の輪をひろげる実行委員会 

連絡先：藤沢市企画部渉外課 

TEL:0466-50-3506 FAX:0466-24-5928  

http://www.city.fujisawa.ne.jp/~f-peace/ 

申込方法：住所・氏名・電話番号を連絡 

締切：2005年6月17日（金） 
 
2005年7月2日(土) 13時30分～16時30分 
おカネ・ことば・いのち 外国人医療の原点を
問う 
内容：こころのケアも含め、在留資格のない滞日外

国人の医療はどうなっていくのか、事例を踏ま

え考えます。 

主催：いのくら(＝県民のいのちとくらしを守る共同

行動委員会) TEL:045-774-2435  参加費無料 
会場：かながわ県民センター305会議室 
 
2005年7月16日(土) 開場6：30、開演7:00 
IAC CHARITY CONCERT 歌声に希望をのせて 
時田直也ふれあいコンサート 
内容：盲目のバリトン歌手、時田直也さんが、幼い

ころの音楽との出会いや、音楽に打ち込んでき

た思いを、ピアノの弾き語りで伝えます。 

主催：茅ヶ崎市国際交流協会（IAC）iac@7jp.com 

TEL:045-913-9538（都築 ツヅキ）、 

0467-87-8417（中根）   

チケット：長谷川楽器店本店、川上書店茅ヶ崎ルミ

ネ店、茅ヶ崎市民文化会館（一般2,000円、小

中高生1,000円） 
会場：茅ヶ崎市民文化会館 小ホール 
2005年8月25日（木） 10：30～15：00 
夏休み親子企画 ネグロスからの風 
内容：ネグロス島からラリーさんが来日します。ネ

グロスのかわいい子ども達の遊びや生活を体

験してみませんか？ 

主催：（特）地球の木、フォーラム・アソシエ 

連絡先：（特）地球の木事務局 横浜市中区不老町



1-3-3 フェニックス関内2F 

TEL:045-228-1575 FAX:045-228-1578 

chikyunoki@e-tree.jp 

http://homepage1.nifty.com/EarthTree/ 

申込方法：（特）地球の木 事務局まで 

参加費：1500円（親子2人、昼食含む） 
会場：オルタナティブ生活館とびはね＆ｵﾙﾀﾘｱﾝ 

（JR新横浜駅 徒歩7分） 
 
2005年8月29日（月） 14：00～16：30 
地球の木とラリーさんの交流会 
内容：フィリピンやネグロス島に関心のある方も 

ワークショップで元気をもらいたい方も ラ

リーさんと交流したい人も …全員集合！ 

主催：（特）地球の木 

連絡先：（特）地球の木事務局 横浜市中区不老町

1-3-3 フェニックス関内2F 

TEL:045-228-1575 FAX:045-228-1578 

chikyunoki@e-tree.jp 

http://homepage1.nifty.com/EarthTree/ 

申込方法：（特）地球の木 事務局まで 

参加費：700円 
会場：オルタナティブ生活館（JR新横浜駅徒歩7分） 
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～6月30日（木）（必着） 
2005年ＴＯＴＯ水環境基金「テーマ：創りだそ
う！水と暮らしの新しい文化」 
内容：水と暮らしの関係を見直し、再生することを

めざした創造的な取り組みに助成。1件あたり

の助成額上限は100万円。 

対象：(1)地域の水と暮らしの新しい文化の実現に向

けた実践活動(2)地域の水と暮らしの関係につ

いての調査研究活動。活動分野は環境、まちづ

くり、芸術、こども、教育、観光、交通、健康、

福祉など。 

主催：東陶機器株式会社 総務部 ＴＯＴＯ水環境

基金係 michiru.shimizu@toto.co.jp 

連絡先：〒802-8601 北九州市小倉北区中島2-1-1 

担当：清水TEL:093-951-2052 FAX:093-951-2718 

http://www.toto.co.jp/company/mizukikin/oubo.h

tm 

申込方法：応募書類に必要事項を記入し、郵便また

は宅配便で。応募用紙はホームページからダウ

ンロード、または6月23日までにFAXで申込み 

締切：2005年6月30日（木）まで（必着）。 

 
2005年6月1日～7月20日（応募期間） 
第4回 マイクロソフトNPO支援プログラム 
内容：「IT の活用」に重点を置いたプロジェクトで、

以下のテーマのうちいずれか、もしくは両方に

当てはまるプロジェクトを助成の対象としま

す。IT を活用した活動。 

助成期間：2006 年1 月1 日から12 月31 日までの1 

年間 ■助成金：総額 2,000 万円 1 件あたり

の助成金額は上限 300 万円以内 

主催：マイクロソフト株式会社 

  jpnpo4@microsoft.com 

http://www.microsoft.com/japan/npo 

申込方法：※応募用紙の提出、問い合わせは電子メ

ールのみ。応募用紙はホームページ上からダウ

ンロード。 

締切：2005年7月20日24：00（必着） 

 
～2005年7月15日 
平成17年度「JATA環境基金 地球にやさしい環
境学習支援助成」募集 
対象活動：日本全国の小学校における「自然環境」

をテーマにした学習活動。応募条件１）地域の

方々の協力、２）活動の継続。 

対象活動の実施期間：平成17年4月1日～平成18年3

月末日に行なわれる活動。但し、物品の助成は

平成17年9月以降。 

助成の内容：活動の実施に必要不可欠な物品の購入

費として、10万円を上限として助成。 

主催：（社）日本旅行業協会gyomu2@jata-net.or.jp 

連絡先：〒100-0013 東京都千代田区霞ヶ関3-3-3 

全日通霞が関ビル3階業務部業務第2グループ 

TEL:03-3592-1274 FAX:03-3592-1268 

助成金情報 http://www.jata-net.or.jp ※詳細はこちらへ 

申込方法：応募用紙、応募活動の年間学習計画、活

動状況や現場の様子が分かる写真（5枚程度）  

締切：平成17年7月15日（必着） 

 
2005年6月20日～7月22日（必着） 
ａｐ ｂａｎｋ第三期融資受付が始まります 
内容：■融資の条件・自然エネルギー、省エネルギ

ー、環境をテーマにしたプロジェクトであるこ

と・融資の期間は最長で10年、返済の周期は毎

月～半年・融資の上限は500万円まで・融資金

利は１％固定。 

主催：ａｐ ｂａｎｋ運営事務局 bank@apbank.jp   

http://www.apbank.jp/  ※詳しくはWebサイトで 

申込方法：メールのみの受付となります。 

締切：2005年7月22日（必着） 

 
2005年7月1日～15日（応募期間） 
Panasonic＆JIYD 子どもサポーターズ☆マッ
チング基金 2005年度助成事業募集 
対象：青少年のニーズに基づき、主として5～25歳の

青少年の自立と健やかな成長に役立つ事業を2

年以上継続的に実施している団体。 

助成対象事業：・団体の基盤強化、・事業の質的向上。

助成金額：上限1団体 150万円（助成率は支出

総額の7割を限度とする） 

主催：（特）青少年育成支援フォーラム（JIYD)、松

下電器産業㈱コーポレートコミュニケーショ

ン本部社会文化グループ 

TEL:03-3440-3373(JIYD)､06-6906-1528（松下電器産

業㈱）FAX:03-3440-4447(JIYD)､06-6906-4124

（松下電器産業㈱)  http://www.JIYD.org 



申込方法：申請受付期間は2005年7月1日～15日。 

締切：2005年7月15日（当日消印有効） 

 
2005年7月1日～15日（応募期間） 
Panasonic＆EFF 環境サポーターズ☆マッチ
ング基金 2005年度助成事業募集 
対象：環境問題の改善・解決を目的としたより環境

負荷の低い暮らしの提案、実践、施策の普及、

啓発を2年以上継続的に実施している団体。 

助成対象事業：・団体の基盤強化、・事業の質的向上。

助成金額：上限1団体 100万円（助成率は支出

総額の7割を限度とする） 

主催：（特）地球と未来の環境基金（EFF)、松下電器

産業㈱コーポレートコミュニケーション本部社会文

化グループ http://www.eco-future.net 

TEL:03-5298-6644(EFF)､06-6906-1528（松下電器産

業㈱） FAX:03-5298-6635(EFF)､06-6906-4124

（松下電器産業㈱） eff@eco-future.net 

申込方法：申請受付期間は2005年7月1日～15日。募

集要項は6月5日以降に協働事務局EFFのホーム 

締切：2005年7月15日（当日消印有効） 

 
2005年7月26日(火)～8月10日（水） ：募集期間 
平成17年度NPO福祉保健サービス拠点支援事業 
申請団体後期募集 
内容：市社会福祉協議会が公益的な福祉保健サービ

スを提供するＮＰＯ法人に対し無利子で貸付

を行う制度。横浜市が、法人からの返済時に 

１/２の償還助成を行います。 

対象：NPO法人が横浜市内で行なう公益的な福祉保健

サービスを提供する拠点整備費に対して融資。

拠点の新築・購入・改築のための資金を500万

円以上2,000万円以下の範囲で融資。※償還年

限10年。 

主催：横浜市社会福祉協議会 横浜市ボランティア

センター info@voraemon.com 

連絡先：〒231-8482 横浜市中区桜木町1-1 横浜市

健康福祉総合センター8F 

TEL:045-201-8620 FAX:045-201-1620 

http://www.voraemon.com/NPO/npo%20boshu.htm 

申込方法：申請書類および添付書類を揃えて、ボラ

ンティアセンターまで持参。 

締切：2005年8月10日（水） (※最終日の受付は17：

00まで) 
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～2005年6月30日（応募期間：消印有効） 
第8回環境ボランティアリーダー海外研修募集 
内容：研修期間：2005年9月20日～29日（10日間）募

集人員：5名。研修プログラム：環境先進国ド

イツにおいて、ドイツ国内最大の環境団体や関

係機関を訪問し、実際のプログラム参加を通し、

環境NPOの活動手法や組織運営、プロジェクト

戦略、広報戦略からマネージメント、資金調達、

人材育成など環境NPOの組織運営を研修。 

応募条件：現在、環境ボランティア活動の実践にお

いてリーダーシップを発揮している、または今

後リーダーシップを発揮したいと思っている

方。 

主催：ｾﾌﾞﾝ-ｲﾚﾌﾞﾝみどりの基金 海外研修事務局 

TEL:03-6238-3872 FAX:03-3261-2513 

kensyuu@7midori.org http:／／www.7midori.org 

申込方法：応募書類を郵送、もしくはe-mailで（①

課題作文、②エントリーシート（ホームページ

からダウンロード）、③自身で取り組んできた

活動の資料など） 

締切：平成17年6月30日（消印有効） 

 
平成17年5月25日（水）～平成17年6月6日（月） 
生田緑地管理計画の策定に向けたワークショ
ップメンバーを募集 
内容：平成16年度に策定した生田緑地整備基本計画

及び平成12年度の生田緑地植生管理計画調査

を基に、現在の市民ボランティアの活動状況も

踏まえ、ワークショップ方式により今後の生田

緑地の管理のあり方をまとめていきます。 

主催：川崎市環境局緑政部公園緑地課 

連絡先：〒210-8577 川崎市川崎区宮本町1番地

TEL:044-200-2559 FAX:044-200-3921 

   30koryo@city.kawasaki.jp 

申込方法：住所、氏名、年齢、電話、職業、簡単な

応募理由を明記し（書式は自由）ハガキなどで

郵送又は直接、FAXなどで受け付け 

締切：平成17年6月6日（月） 

 
～2005年6月20日（応募期間） 
NPOインターンシップ・プログラム2005 
内容：NPOICP（NPOインターン・コラボ・プロジェク

ト）は、教育＝学校といった、既存の教育の枠

を超え、NPO現場の実践力を活用した、社会全

体でつくる「学びの場」を、大学と企業と一緒

につくっているインターンシップ・プログラム。 

主催：NPOインターン・コラボ・プロジェクト ：（特）

NPOサポートセンター/NPO支援センターちば 

連絡先：（特）NPO支援センターちば 担当：宮奈 

TEL:04-7168-8600  miyana@npo-scc.org 

http://www.npo-scc.org 

申込方法：ネット提出（申込み用紙とエッセイを添

付して送信）または、郵送。申込み用紙はホー

ムページからダウンロード可。 

締切：2005年6月20日（月）必着 
募集・協力  

国際ワークキャンプ国際ボランティア募集 
内容：NICEは世界97カ国で2600ヵ所の国際ボランテ

ィアを紹介するNGOです。03年は59カ国にのべ

723人を送り出しました。また日本国内での国

際ワークキャンプ、2～12ヶ月の長期ボランテ

ィアプログラムもあります。 

主催：（特）ナイス日本国際ワークキャンプセンター 

連絡先：（全国事務局）〒160-0022新宿区新宿2-1-14 

エレメンツ新宿401 
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TEL:03-3358-7140 FAX:03-3358-7149 

PR@nice1.gr.jp  http://nice1.gr.jp 

申込方法：詳細はホームページにて 

 
～2005年7月14日（木） ：応募期間 
夏！市民活動体験塾 塾生募集 
内容：夏の期間に市民活動団体のスタッフを体験す

る塾です。体験期間：5～10日程度、事後研修

会：10月14日（金）18:30～21:00、会場：横浜

市市民活動支援センター(桜木町)、対象：18歳

（高校生は除く）～概ね30歳までのボランティ

ア活動・市民活動に興味をもっている方。事

前・事後研修会に参加できる方。 

○事前研修会＆お見合い会：7月18日 (月・祝) 

13:00～17:00。 

主催：横浜市市民活動支援センター、（財）横浜市青

少年育成協会 

申込期限：7月14日（木） 

連絡先：横浜市市民活動支援センター 

TEL:045-223-2666 FAX:045-223-2888  

http://www.npo-c.city.yokohama.jp 

申込方法：所定の申込書にご記入の上、FAXまたは郵

送。参加費：保険代600円 

 

～2005年7月29日（金） ：応募期間 
平和展 作品募集 
内容：平和へのあなたの想いを表現してみません

か？展示期間：2005年8月30日（火）～9月3日

（土）、会場：藤沢駅北口地下道展示場。体裁：

おおむねカレンダー程度の大きさまでの平面

作品（立体物、また上記より大きな作品の場合

はお問い合わせください） 

主催：藤沢市・平和の輪をひろげる実行委員会 

連絡先：藤沢市企画部渉外課 

TEL:0466-50-3506 FAX:0466-24-5928  

http://www.city.fujisawa.ne.jp/~f-peace/ 

申込方法：上記に郵送、または持参 

締切：2005年7月29日（金） 

 
～2005年7月13日（水） 
ラリーさんの青少年ワークショップ参加募集 
ネグロスに学ぶ”若者に生きる力を” 
内容：日時：2005年8月27日～28日1泊2日、場所：横

浜市野島青少年研修センター、参加費：5000円、

参加人数：15名（中・高生の年齢対象） 

主催：（特）地球の木 chikyunoki@e-tree.jp 

連絡先：（特）地球の木事務局 横浜市中区不老町

1-3-3 フェニックス関内2F 

TEL:045-228-1575 FAX:045-228-1578 

http://homepage1.nifty.com/EarthTree/ 

申込方法：（特）地球の木 事務局まで 

締切：定員になり次第。最終締切：7月13日（水） 

 
 
 
 

～平成17年7月29日（金） ：募集期間 
第40回 NHK障害福祉賞 作品募集 
内容：次の2部門で文章による記録を募集します。・

第１部門：障害のあるご本人の部門・第２部

門：障害のある人とともに歩んでいる人の部門

○応募規定・ 未発表の作品に限ります。・ 字

数は８,０００字(４００字詰原稿用紙２０枚)

以内にまとめてください。 

主催：ＮＨＫ厚生文化事業団「第40回ＮＨＫ障害福

祉賞」係 http://www.npwo.or.jp 

連絡先：〒150-0041 東京都渋谷区神南1-4-1第七共

同ビル TEL:03-3476-5955 FAX:03-3476-5956  

申込方法：応募票はホームページからダウンロード。

印刷し作品に添付してお送りください。ＦＡ

Ｘ・メールでの応募はご遠慮ください。 

締切：平成17年7月29日（金） 当日消印有効 

 
～平成17年9月8日（木） ：募集期間 
NHKハート展～あなたの詩を募集します～ 
内容：応募資格： 障害のある方。年齢は問いません。

募集内容： 100字程度の自作の詩（短くても可）。

テーマは自由ですが未発表のオリジナル作品

に限ります。 

主催：ＮＨＫ厚生文化事業団「ＮＨＫハート展」係 

連絡先：〒150-0041 東京都渋谷区神南1-4-1第七共

同ビルＢ１Ｆ http://www.nhk.or.jp/heart/ 

TEL:03-3476-5955 FAX:03-3476-5956  

申込方法：詩に下記の内容を添えて送付 

締切：平成17年9月8日（木）必着 

 
～平成17年6月6日（メールは6月10日まで） 
市民活動推進基金の愛称を募集 
内容：市民活動を支援したい、もっと活発に市民活

動ができるような環境をつくりたいとの市民

の皆様の気持ちを生かせる新しい基金ができ

ました。皆様からの寄附金は基金に積み立てら

れ、あらかじめ登録されたＮＰＯ法人の公益的

活動への助成などに活用します。たくさんの方

にこの基金を知っていただき、愛着をもってい

ただけるよう、愛称を募集します。 

主催：横浜市市民協働推進事業本部 市民活動支援

担当「基金愛称」 

連絡先：〒231-0017 横浜市中区港町1-1 横浜市庁

舎8F  sh-collabo@city.yokohama.jp 

TEL:045-671-3682 FAX:045-664-0734 

http://www.city.yokohama.jp/me/shimin/tishin/f

und 

申込方法：申込書に必要事項を記入し郵送または持

参（提出書類はホームページからダウンロード

できます） 

締切：平成17年6月6日消印有効、※メールは6月10

日まで 


